
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
３

追
加
的
な
情
報
に
は
、
入
手
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
の
権
限
の
あ
る
関
係
機
関
並
び
に
当
該
機
関
が
権
限
を
有
す
る
こ
と
の
決
定
に

つ
い
て
の
情
報

⒝

契
約
の
条
項
の
ひ
な
型

⒞

遺
伝
資
源
に
つ
い
て
監
視
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
方
法
及
び
手
段

⒟

行
動
規
範
及
び
最
良
の
実
例

４

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
態
様
（
そ
の
活
動
に
関
す
る
報
告
を
含

む
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
の
第
一
回
会
合
に
お
い

て
検
討
し
、
及
び
決
定
し
、
そ
の
後
継
続
し
て
検
討
す
る
。

第
十
五
条

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
国
内
の
法
令
又
は
規
則
の
遵
守

１

締
約
国
は
、
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
に
従
い
、
自
国
の

管
轄
内
で
利
用
さ
れ
る
遺
伝
資
源
が
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、
及
び
相
互
に
合
意

す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
適
当
で
効
果
的
な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
立
法
上
、
行

政
上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。

２

締
約
国
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
と
っ
た
措
置
の
不
遵
守
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
適
当
で
効
果
的
な
、か
つ
、

相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
と
る
。

３

締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
の

違
反
が
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
可
能
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
協
力
す
る
。

第
十
六
条

遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
の
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
国
内
の
法

令
又
は
規
則
の
遵
守

１

締
約
国
は
、
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
が
所
在
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
で
あ
っ
て
取
得

の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
も
の
に
従
い
、
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
で
あ
っ
て
自
国
の
管
轄

内
で
利
用
さ
れ
る
も
の
が
当
該
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
の
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
又
は
当
該
先
住
民
の

社
会
及
び
地
域
社
会
の
承
認
及
び
関
与
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、
並
び
に
相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
適
当
な
場
合
に
は
、
適
当
で
効
果
的
な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
立
法
上
、
行
政

上
又
は
政
策
上
の
措
置
を
と
る
。

２

締
約
国
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
と
っ
た
措
置
の
不
遵
守
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
適
当
で
効
果
的
な
、か
つ
、

相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
と
る
。

３

締
約
国
は
、
１
に
規
定
す
る
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は
規
則
の

違
反
が
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
可
能
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
協
力
す
る
。

第
十
七
条

遺
伝
資
源
の
利
用
の
監
視

１

締
約
国
は
、
遵
守
を
支
援
す
る
た
め
、
適
宜
、
遺
伝
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
監
視
し
、
及
び
透
明
性
を
高
め
る
た

め
の
措
置
を
と
る
。
当
該
措
置
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
め
る
。

⒜

次
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
又
は
二
以
上
の
確
認
の
た
め
の
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
。

指
定
さ
れ
た
確
認
の
た
め
の
機
関
は
、
適
宜
、
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
、
遺
伝
資
源
の
出
所
、
相
互
に

合
意
す
る
条
件
の
設
定
又
は
遺
伝
資
源
の
利
用
に
関
す
る
関
連
情
報
を
収
集
し
、
又
は
受
領
す
る
こ
と
。

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た
確
認
の
た
め
の
機
関
の
性
格
に
応
じ
て
、
遺
伝
資
源
の
利
用

者
に
対
し
、

に
規
定
す
る
関
連
情
報
を
指
定
さ
れ
た
確
認
の
た
め
の
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ

と
。
締
約
国
は
、
不
遵
守
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
適
当
で
効
果
的
な
、
か
つ
、
相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置

を
と
る
こ
と
。

第
十
八
条

相
互
に
合
意
す
る
条
件
の
遵
守

１

締
約
国
は
、
第
六
条
３
⒢
⒤
及
び
第
七
条
の
規
定
の
実
施
に
当
た
り
、
遺
伝
資
源
又
は
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝

統
的
な
知
識
の
提
供
者
及
び
利
用
者
に
対
し
、
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
を
含
む
紛
争
解
決
に
関
す
る

規
定
を
適
当
な
場
合
に
は
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
含
め
る
よ
う
奨
励
す
る
。

⒜

紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
提
供
者
及
び
利
用
者
が
服
す
る
管
轄
権

⒝

準
拠
法

⒞

仲
介
、
仲
裁
そ
の
他
の
紛
争
解
決
の
選
択
肢

２

締
約
国
は
、
相
互
に
合
意
す
る
条
件
か
ら
紛
争
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
自
国
の
法
制
度
の
下
で
、
適
用
さ
れ
る
管

轄
権
に
係
る
要
件
に
従
っ
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

３

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
効
果
的
な
措
置
を
と
る
。

⒜

司
法
手
続
の
利
用

⒝

外
国
に
お
け
る
判
決
及
び
仲
裁
判
断
の
相
互
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
制
度
の
利
用

４

こ
の
条
の
規
定
の
有
効
性
は
、
第
三
十
一
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
締
約
国
会
議
が
再
検
討
す
る
。

第
十
九
条

契
約
の
条
項
の
ひ
な
型

１

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
関
す
る
分
野
別
の
及
び
分
野
横
断
的
な
契
約
の
条
項

の
ひ
な
型
の
作
成
、
更
新
及
び
利
用
を
奨
励
す
る
。

２

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
分
野
別
の
及
び
分
野
横
断
的
な
契
約

の
条
項
の
ひ
な
型
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
す
る
。

に
規
定
す
る
関
連
情
報
（
利
用
可
能
な
場
合
に
は
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
含
む
。）は
、
秘
密
の
情
報
の
保
護
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
適
当
な
場
合
に
は
、
関
連
す
る
国
内

当
局
、
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
を
与
え
る
締
約
国
及
び
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
情
報
交

換
セ
ン
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
。

確
認
の
た
め
の
機
関
は
、
効
果
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
及
び
こ
の
⒜
の
規
定
の
実
施
に
関
連
す
る

機
能
を
有
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
確
認
の
た
め
の
機
関
は
、
遺
伝
資
源
の
利
用
又
は
関
連
情
報
（
特
に
、研
究
、

開
発
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
商
業
化
前
又
は
商
業
化
の
全
て
の
段
階
に
関
連
す
る
も
の
）
の
収
集
と
関
連
を
有

し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

⒝

遺
伝
資
源
の
利
用
者
及
び
提
供
者
に
対
し
、
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
当
該
条
件
の
実
施
に
関
す
る
情
報
の
共

有
（
報
告
の
義
務
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）の
た
め
の
規
定
を
含
め
る
よ
う
奨
励
す
る
こ
と
。

⒞

費
用
対
効
果
の
大
き
い
通
信
手
段
及
び
通
信
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
奨
励
す
る
こ
と
。

２

第
六
条
３
⒠
の
規
定
に
従
っ
て
発
給
さ
れ
、
及
び
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー

に
提
供
さ
れ
た
許
可
証
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
と
す
る
。

３

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
は
、
情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
を
与
え
た
締
約
国
の
国
内
の
法
令
又
は

規
則
で
あ
っ
て
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
も
の
に
従
い
、
当
該
証
明
書
が
対
象
と
す
る
遺
伝
資
源
が

情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
お
り
、
及
び
相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
役
割
を
果
た
す
。

４

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
遵
守
の
証
明
書
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
情
報
を
含
め
る
。
た
だ
し
、
当
該
情
報
が
秘
密

の
も
の
で
な
い
場
合
に
限
る
。

⒜

発
給
し
た
当
局

⒝

発
給
日

⒞

提
供
者

⒟

当
該
証
明
書
の
固
有
の
識
別
記
号

⒠

情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
が
与
え
ら
れ
た
個
人
又
は
団
体

⒡

当
該
証
明
書
が
対
象
と
す
る
事
項
又
は
遺
伝
資
源

⒢

相
互
に
合
意
す
る
条
件
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
の
確
認

⒣

情
報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
の
確
認

⒤

商
業
的
又
は
非
商
業
的
な
利
用

第
二
十
条

行
動
規
範
、
指
針
及
び
最
良
の
実
例
又
は
基
準

１

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
任
意
の
行
動
規
範
、
指
針
及
び
最
良

の
実
例
又
は
基
準
の
作
成
、
更
新
及
び
利
用
を
奨
励
す
る
。

２

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
任
意
の
行
動
規
範
、
指
針
及
び
最
良

の
実
例
又
は
基
準
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
し
、
並
び
に
特
定
の
行
動
規
範
、
指
針
及
び
最
良
の
実
例

又
は
基
準
の
採
択
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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